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【短報】奈良県初記録種フチトリツヤテントウダマ
シをタヌキノチャブクロから採集
フチトリツヤテントウダマシ Lycoperdina dux 

Gorham, 1873をタヌキノチャブクロ Lycoperdon 
pyriforme Schaeff. （ハラタケ科） から採集したので
報告する．春日山における採集は奈良県指令奈公
事第 6–21号に基づき行った．

3 exs. （図 1），奈良
県奈良市春日山 （alt. 
196.1 m，N34°41c6″
E135°51″13″），10. XI. 
2022，筆者採集，保管．
本報告はフチトリ

ツヤテントウダマシ
の奈良県からの初記
録と考えられる．ツ
ヤテントウダマシ属
Lycoperdinaはホコリ
タケ類と関係があり 
（吉富ら，2019），本
種は日本では普通種

で，標高 250～ 950 mの低・中山間地域に分布し，
キツネノチャブクロ （ハラタケ科） から採集される 
（Sogoh & Yoshitomi, 2017）．芦屋市では冬季湖畔に
堆積した枯葉中から見いだされ，神戸市ではノウ
タケ （ハラタケ科） から採集された （高橋，1982）．
Hashimoto & Hayashi （2014） は本種がカンタリジン
ベイトトラップに誘引されることを報告している．
末筆ながら，キノコに関し確認と知見をご教示
いただいた横山明子氏 （みなくちこどもの森），仲
介の労をとられた河瀬直幹学芸員 （みなくちこども
の森）に記してお礼申し上げる．
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【短報】石川県におけるナガムクゲキスイの初記録
ナガムクゲキスイ Biphyllus sp. は平野 （2010） に

より和名が記されている学名未決定種である．同
文献では，ライトトラップで得られたこと，山地
性の可能性があることが記されているが，確認事
例が乏しく不明な点が多い．これまでに本州の岐
阜県，愛知県，滋賀県，奈良県，広島県などで記
録されている （平野，2010；大塚・角島，2012；間野，
2018；滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課，2018；
木村・池田，2022）．
石川県で記録されたムクゲキスイムシ科は，ムナ

ビロムクゲキスイ Biphyllus aequalis （Reitter, 1889），
フトナミゲムクゲキスイ B. complexus Sasaji, 1983，
ケマダラムクゲキスイ B. flexuosus （Reitter, 1889），
カタモンムクゲキスイ B. humeralis （Reitter, 1889），
ナミゲムクゲキスイ B. inaequalis （Reitter, 1889），ク
ロアシムクゲキスイ B. japonicus Sasaji, 1983，クズ
リュウムクゲキスイ B. kuzurius Sasaji, 1985，アカグ
ロムクゲキスイ B. lewisi （Reitter, 1889），ハスモン
ムクゲキスイ B. rufopictus （Wollaston, 1873），ベニ
モンムクゲキスイ B. suffusus （Wollaston, 1873），ク
リイロムクゲキスイ B. throscoides （Wollaston, 1874）
の 11種である （入場，1994；石川県，1998；高羽，
2002；保科ら，2003；渡部・福富，2019；平松ら，
2020）．筆者は石川県未記録のナガムクゲキスイ（図
1）を採集しているので，同県初記録として報告す
る．採集および保管者は全て筆者であるため省略
した．

図 1．フチトリツヤテントウダ
マシ （スケール：1.0 mm）．

図 1–2．石川県初記録のナガムクゲキスイ （1） と生息環境 （2）．
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1 ex., 能美市松が岡 （light trap），1. IX. 2019；2 
exs., 同地 （light trap），6. IX. 2019；5 exs., 能美市松
が岡 （スプレー法），27. IV. 2020.

9月に採集した個体は，林縁で実施したライトト
ラップに飛来したものである．4月に採集した個体
は，林内の折れたアベマキの枝 （図 2） からスプレー
法により得られた．この枝は，2018年冬の降雪に
より，木の上部 （地面から約 5 m） に折れた状態で
引っかかっているのを確認しており，2019年冬の
積雪により地面に落下したものである．大塚・角
島 （2012） は樹木に引っかかったクヌギの新鮮な枝
から本種を採集しており，比較的新鮮な樹木であ
る点が本採集事例と類似していた．
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【短報】北海道におけるオビホソテントウダマシの
記録
オビホソテントウダマシ Leiestes fines （Sasaji, 

1995） は，青森県鰺ヶ沢町を模式産地として記載
された種であり （Sasaji, 1995），青森県，群馬県及

び栃木県から記録され
ている （尾崎，2000；
平 野，2007； 前 原，
2011）．第二筆者はこ
れまで記録のなかった
北海道で本種を採集し
ているため報告する．

1♂，北海道札幌市
南区砥山八剣山，2. V. 
2021，田作採集，保管．

リターをツルグレン
装置にかけることによ
り得られた．
末筆ではあるが，本
種の記録についてご教
示いただいた中村涼氏と堀繫久氏，投稿に際しご
協力いただいた中野文尊氏に厚く御礼申し上げる．
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【短報】岩手県におけるゲンゴロウ科2種の初記録
岩手県では，これまでにゲンゴロウ科 43種が記

録されている （鈴木，1988；岩手県生活環境部自
然保護課，2001，2020；森・北山，2002；阿部ら，
2003；高橋・茅橋，2005；成瀬，2008，2009；初宿，
2011；茅橋ら，2015）．筆者らは岩手県初記録とな
るゲンゴロウ科 2種を採集しているので，新分布
記録として報告する．
種の同定は Okada （2011） や Watanabe & Kamite 

（2020） を参考にして渡部がおこなった．採集地は
全て岩手県であるため，県名を省略した．

図 1．北海道産オビホソテン
トウダマシ．スケール：
1.0 mm．


